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講座詳細情報

講座名 定員 1～8人

～ ［予定］

◆主なカリキュラム

時限数
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連絡先電話 048-649-2331

最寄駅 JR線　大宮駅東口　　徒歩７分

対象者 高等学校既卒者、高等学校卒業認定試験合格又は高等学校卒業と同等の資格を有するもの

講座
No.

K06-6 介護福祉士養成科(介護福祉科)

訓練実施施設名 埼玉福祉保育医療製菓調理専門学校

所在地 埼玉県さいたま市大宮区仲町３-８８−２

訓練時間 午前 9時10分～午後16時20分　（90分１時限：１日4時限）

自己負担額 ６０，５３０円（テキスト以外：実習着、模擬試験、保険等２０，７１０円）

オンライン授業の有無 使用するソフト等 （Microsoft 365）

修了の要件 卒業をもって訓練修了とするもの

講座内容
生活支援技術を軸とした体験型教育プログラム（現場実習・学内実習・特別授業等）によって介護
福祉士国家資格に合格する専門知識・技術を習得する。
社会人としての意識と主体性を持ち、挨拶・返事・言葉遣い・時間管理・環境整備ができる。

訓練期間 令和6年4月1日(月) 令和8年3月13日(金)

修了後の関連職種 介護老人福祉施設、介護老人保健施設、有料老人ホーム、障害者支援施設　等

科目 教科 内容

人間の尊厳と自立 尊厳の保持と自立支援に基づくコミュニケーションの基礎。

修了で得られる資格 介護福祉士、専門士（社会福祉専門課程）

目指せる資格等 おもてなしマスター

目標とする人材像
十分な技術を持ち、人権擁護の視点と職業倫理を備えた「現場力」の高い介護福祉士を養成す
る。

学
科
・
演
習

必修科目
２
年
次

必修科目
１
年
次

人間関係とコミュニ
ケーション

対人援助に必要な人間の関係性を理解する。

職業人教育 社会人としての基礎的スキル・マナーを身につける。

介護の基本 介護における安全やチームケア等について理解する。

介護過程 介護過程を展開し、適切な介護サービスを提供する。

発達と老化の理解

介護の基本 介護における安全やチームケア等について理解する。

介護過程 適切な介護サービスが提供できる力を養う。

障害の理解 障害者の心理、身体機能に関する知識を理解する。

こころとからだのしく
み

その心理と身体機能の変化の基礎的知識を習得する。

認知症の理解 認知症に関する基礎的知識、特性を理解する。

こころとからだのしく
み

介護の根拠となる心理的側面への配慮について理解する。

人間関係とコミュニ
ケーション

チームで働くために必要な能力を習得する。

社会の理解 社会保障制度、施策について基礎的な知識を身に付ける。

介護の根拠となる心理的側面への配慮について理解する。

医療的ケア 医療的知識と技術の基本を習得する。

有 無
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入校式・オリエンテーション 入校式・オリエンテーション

ガイダンス・修了式 ガイダンス・修了式

総時限数 1,056

総時間数 2,112

介護実習Ⅰ（1次実習） 利用者とのコミュニケーションを主体的に図り、生活を知る。

介護実習Ⅰ（2次実習） ICFの視点に基づき利用者の生活についてアセスメントする。

学習評価 定期試験 中間試験、期末試験、卒業試験、成績発表の登校日等

コミュニケーション技術 介護場面におけるコミュニケーションの技法を学ぶ。

生活支援技術Ⅰ 居住環境の整備や家事援助における介護のあり方を学ぶ

生活支援技術Ⅱ 生活行為ごとの介護技術の基本を学ぶ。

国際教育 海外の福祉の学びを通じて国際的な感性を磨く。

科目登録等ガイダンス 科目登録等ガイダンス日、次年度クラス発表等

グローイングアップアカ
デミー

介護福祉士卒業時共通試験に合格する力を身に付ける。

医療的ケア 医療的知識と技術の基本を習得する。

２
年
次

実
技
・
実
習

必修科目

必修科目
１
年
次

生活支援技術Ⅲ さまざまな障害をもつ利用者の生活について理解を深める。

介護総合演習Ⅱ 実習に必要な知識や技術、介護過程の展開の能力を学ぶ。

介護実習Ⅱ（3次実習）
利用者・施設職員とのコミュニケーションを通じ、介護過程の
展開を行う。

こころを支える心理学 社会福祉の援助実践におけるカウンセリングの知識・技術

グローイングアップアカ
デミー

地域高齢者との関わり、企画・運営力を高める。

介護総合演習Ⅰ 職業人としての実践的マナーを身につけ社会性を養う。

科目登録等ガイダンス日、次年度クラス発表等

オレンジカフェ
地域高齢者を学内に招き、学生主体でカフェを企画・運営する（原
則、月1回実施）

介護実習Ⅱ
入所施設において、その機能や役割を理解し、現場での介護技術を実施し
ながら、アセスメント・個別支援計画を作成・実行する（27日間）

担任授業ＨＲ

学
校
行
事
等

導入教育 学校生活ガイダンス、目標設定、コミュニケーションワーク

実習前教育
実習後教育

介護実習Ⅰに向けての最終確認・直前のオリエンテーションを実施
する

介護実習Ⅰ
通所施設において、その機能や役割を理解し、現場でのコミュニケーションや介護技
術を深める。（10日間）

国際教育
（海外研修or国内研修）

海外または国内にて海外の文化や福祉について学ぶ

１
年
次

オレンジカフェ
地域高齢者を学内に招き、学生主体でカフェを企画・運営する（原
則、月1回実施）

1年次模擬試験
国家試験受験に向けて1年次での知識を用いて模擬試験を実施す
る。

在校生ガイダンス

キャリアコンサルティング（１・２年次） ジョブカードの作成およびカードを活用した就職支援

就職支援「就職講座」 就職に必要な知識と技術、実習と就職の関連理解

適宜、2年次の学生生活において必要な情報を共有する

最終登校日 学校生活の総括と表彰をクラスで行う

２
年
次

就
職
支
援 就職説明会（2年次） 福祉施設の各種別における分野適性の理解


